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クライアント設定ワークフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

クライアント設定の概要ステップ 1

統一された CM (最高の優先順位)でクライアント設
定パラメータを設定するか、クライアント設定ファ

イルを作成してホストします。

ステップ 2

デスクトップクライアント向けに電話機の設定でパ

ラメータを設定する

ステップ 3

電話機の設定でのパラメータの設定：モバイルクラ

イアント向け

ステップ 4

プロキシ設定の設定:オプションステップ 5

クライアント設定の概要
Cisco Jabberは、次のソースから設定を取得できます。
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•サービスプロファイル：Cisco Unified Communications Managerリリース 9以降の UCサー
ビスプロファイルで一部のクライアント設定を構成できます。ユーザがクライアントを

起動すると、クライアントは DNS SRVレコードを使用して Cisco Unified Communications
Managerホームクラスタを検出し、自動的にUCサービスプロファイルから設定を取得し
ます。

•電話機の設定：Cisco Unified Communications Managerリリース 9以降の電話機の設定で一
部のクライアント設定を構成できます。クライアントは、UCサービスプロファイルの設
定に加え、電話機の設定から設定を取得します。

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service：インスタントメッセージお
よびプレゼンスの機能を有効にして、プレゼンスサブスクリプション要求などの特定の設

定を構成できます。

[詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウで [Cisco IM & Presence]を選択すると、クラ
イアントが Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Serviceから UCサービス
を取得します。クライアントはサービスプロファイルまたは SSO検出を使用しません。

•クライアント設定 :ユーザがサインインしたときに適用されるクライアント設定パラメー
タを設定できます。次のいずれかを行います。

• Unified CMでクライアント設定パラメータを設定します。

•設定パラメータを含むXMLエディタを使ってXMLファイルを作成します。その後、
TFTPサーバで XMLファイルをホストします。

Unified CMでのクライアント設定パラメータの設定
クライアントの設定パラメータを設定し、Unified CMでサービスプロファイルに割り当てま
す。

iPhone、iPadおよび Android版 Cisco Jabberについては、次のようにパラメータを設定する必
要があります。

•オンプレミス展開のディレクトリ統合。

•ハイブリッドクラウド展開のボイスメールサービスクレデンシャル。

ほとんどの環境で、Windows版 Cisco JabberとMac版 Cisco Jabberは、サービスに接続するた
めの設定を必要としません。自動更新、問題報告、ユーザポリシーとオプションなどのカス

タムコンテンツが必要な場合にのみ、設定パラメータを作成します。

（注）

ステップ 1 Jabber設定パラメータの定義（3ページ）
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ステップ 2 サービスプロファイルへの Jabberクライアント設定の割り当て（3ページ）

Jabber設定パラメータの定義
統一された CMを使用すると、Jabberクライアントの設定を含む UCサービスに関する情報の
追加、検索、表示、および保守を行うことができます。

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UCサービス（UC Service）]を選択
します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 4 [UCサービスタイプ（UCService Type）]として [Jabberクライアント設定（Jabber Client Configuration）
（jabber-config.xml）]を選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）]を選択します。

ステップ 6 [ UCサービス情報 (UC Service Information )]セクションで名前を入力します。詳細な要件については、
「統一型ヘルプ」を参照してください。

ステップ 7 パラメータの詳細については、Jabber設定パラメータセクションでパラメータを入力してください。パラ
メータの詳細については、『Cisco Jabberのパラメータリファレンスガイド』の最新版を参照してくださ

い。

ステップ 8 保存を選択します。

サービスプロファイルへの Jabberクライアント設定の割り当て
統一CMを使用すると、サービスプロファイルを使用して Jabberクライアント設定をユーザに
割り当てることができます。

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [サービスプロファイル（Service
Profile）]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加 (Add New)]を選択するか、または jabberクライアントの設定に割り当てる既存のサービスプロ
ファイルを選択します。

ステップ 4 [Jabberクライアント設定 (jabber-config)]セクションで、プロファイルに適用する設定の名前を選択します。

ステップ 5 保存を選択します。

クライアントの設定
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クライアント設定ファイルの作成とホスト
クライアント設定ファイルを作成して、それらを Cisco Unified Communications Manager TFTP
サービス上でホストします。

iPhone、 iPadおよび Android版 Cisco Jabberでは、以下をセットアップするためにグローバル
コンフィギュレーションファイルを作成する必要があります。

•オンプレミス展開のディレクトリ統合。

•ハイブリッドクラウド展開のボイスメールサービスクレデンシャル。

ほとんどの環境で、Windows版 Cisco JabberとMac版 Cisco Jabberは、サービスに接続するた
めの設定を必要としません。自動更新、問題報告、ユーザポリシーとオプションなどのカス

タムコンテンツが必要な場合にのみ、コンフィギュレーションファイルを作成します。

（注）

始める前に

次のコンフィギュレーションファイル要件に注意してください。

•コンフィギュレーションファイル名には大文字と小文字の区別があります。エラーを回
避し、クライアントが TFTPサーバからファイルを取得できるよう、ファイル名には小文
字を使用してください。

•設定ファイルには、utf-8エンコーディングを使用してください。

•クライアントは、有効なXML構造のない設定ファイルは読み込めません。設定ファイル
の構造で終了要素をチェックし、その要素が正しくネストされていることを確認します。

•設定ファイルでは、有効なXML文字エンティティ参照のみが許可されます。たとえば、
&の代わりに&を使用します。XMLに無効な文字が含まれている場合は、クライアントは
設定ファイルを解析できません。

コンフィギュレーションファイルを検証するには、Microsoft Internet Explorerでそのファ
イルを開きます。

• Internet Explorerに XML構造全体が表示された場合、設定ファイルは有効です。

• Internet Explorerに XML構造の一部しか表示されない場合は、設定ファイルに無効な
文字またはエンティティが含まれている可能性があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

クライアントが設定ファイルにアクセスできるよう

にするための TFTPサーバアドレスを指定します。
TFTPサーバアドレスの指定（5ページ）ステップ 1

クライアントの設定
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目的コマンドまたはアクション

展開でユーザ用のクライアントを設定します。グローバル設定の作成（6ページ）ステップ 2

ユーザのセットごとに異なる設定を適用します。グループ設定の作成（6ページ）ステップ 3

TFTPサーバ上でコンフィギュレーションファイル
をホストします。

設定ファイルのホスト（7ページ）ステップ 4

TFTPサーバを再起動して、クライアントがコンフィ
ギュレーションファイルにアクセスできるようにし

ます。

TFTPサーバの再起動（8ページ）ステップ 5

TFTPサーバアドレスの指定
クライアントは、TFTPサーバから設定ファイルを取得します。

手順

目的コマンドまたはアクション

クライアントが設定ファイルにアクセスできるよう

にするための TFTPサーバアドレスを指定します。
ステップ 1 Cisco Jabberが DNSクエリーから

_cisco-uds SRVレコードを取得すれば、
自動的にユーザのホームクラスタを特定で

きます。その結果、クライアントは Cisco
Unified Communications Manager TFTPサービ
スを特定することもできます。

_cisco-uds SRVレコードを展開する場合
は、TFTPサーバアドレスを指定する必要は
ありません。

注目

電話モードでの TFTPサーバの指定

手順

目的コマンドまたはアクション

電話機モードでクライアントを展開する場合、TFTP
サーバのアドレスを次のように指定できます。

ステップ 1

•ユーザはクライアントの起動時に、TFTPサー
バアドレスを手動で入力します。

• TFTP引数を使用してインストール時に TFTP
サーバアドレスを指定します。

クライアントの設定
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グローバル設定の作成

クライアントは、サインインシーケンスの間にTFTPサーバからグローバル設定ファイルをダ
ウンロードします。展開に含まれるすべてのユーザに対してクライアントを設定します。

始める前に

設定ファイルの構造が有効でない場合、クライアントは設定した値を読み取ることができませ

ん。詳細については、この章の XMLサンプルを確認してください。

ステップ 1 任意のテキストエディタで jabber-config.xmlという名前のファイルを作成します。

•ファイル名には小文字を使用してください。

• UTF-8エンコーディングを使用してください。

ステップ 2 jabber-config.xmlで必要な設定パラメータを定義します。

ステップ 3 TFTPサーバ上でグループ設定ファイルをホストします。

環境内に複数の TFTPサーバが存在する場合は、すべての TFTPサーバのコンフィギュレーションファイ
ルが同じであることを確認します。

グループ設定の作成

グループコンフィギュレーションファイルは、ユーザのサブセットに適用され、Cisco Jabber
for desktop（CSFデバイス）モバイルと Cisco Jabber for mobileデバイスでサポートされます。
グループ設定ファイルは、グローバル設定ファイルよりも優先されます。

CSFデバイスでユーザをプロビジョニングする場合は、デバイス設定の [シスコサポートフィー
ルド（Cisco Support Field）]フィールドでグループコンフィギュレーションファイル名を指定
します。ユーザがCSFデバイスを所有していない場合は、インストール中にTFTP_FILE_NAME
引数を使用してグループごとに一意のコンフィギュレーションファイル名を設定します。

始める前に

設定ファイルの構造が有効でない場合、クライアントは設定した値を読み取ることができませ

ん。詳細については、この章の XMLサンプルを確認してください。

ステップ 1 任意のテキストエディタを使用して XMLグループ設定ファイルを作成します。

グループ設定ファイルには、適切な名前を指定できます（例：jabber-groupa-config.xml）。

ステップ 2 グループ設定ファイルで必須の設定パラメータを定義します。

ステップ 3 該当する CSFデバイスにグループコンフィギュレーションファイルを追加します。

クライアントの設定
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a) [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
b) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

c) グループ設定ファイルを適用する適切な CSFデバイスを検索して選択します。
d) [電話機の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、[プロダクト固有の設定（Product Specific

Configuration Layout）] > [デスクトップクライアント設定（Desktop Client Settings）]に移動します。

e) [シスコサポートフィールド（Cisco Support Field）]フィールドに、
configurationfile=group_configuration_file_name.xmlと入力します。たとえば、
configurationfile=groupa-config.xmlと入力します。

TFTPサーバ上でデフォルトディレクトリ以外の場所にあるグループ設定ファイルをホストする
場合は、パスとファイル名を指定する必要があります（例：

configurationfile=/customFolder/groupa-config.xml）。

複数のグループ設定ファイルは追加しないでください。クライアントは [シスコサポートフィー
ルド（Cisco Support Field）]フィールドの最初のグループ設定のみを使用します。

（注）

f) 保存を選択します。

ステップ 4 TFTPサーバ上でグループ設定ファイルをホストします。

設定ファイルのホスト

設定ファイルは任意のTFTPサーバでホストできます。ただし、デバイス設定ファイルが存在
する Cisco Unified Communications Manager TFTPサーバで設定ファイルをホストすることをお
勧めします。

ステップ 1 Cisco Unified Communications ManagerでCisco Unified OS Administrationインターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ソフトウェアのアップグレード（Software Upgrades）]> [TFTPファイル管理（TFTP File Management）]
を選択します。

ステップ 3 [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。

ステップ 4 [ファイルのアップロード（Upload File）]セクションで [参照（Browse）]を選択します。

ステップ 5 ファイルシステム上の設定ファイルを選択します。

ステップ 6 [ファイルのアップロード（Upload File）]セクションの [ディレクトリ（Directory）]テキストボックスに
値を指定しないでください。

設定ファイルがTFTPサーバのデフォルトディレクトリに格納されるように、[ディレクトリ（Directory）]
テキストボックスの値は空のままにします。

ステップ 7 [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。

クライアントの設定
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TFTPサーバの再起動
クライアントが設定ファイルにアクセスできるようにするには、その前に TFTPサーバを再起
動する必要があります。

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerで Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択
します。

ステップ 3 [CMサービス（CM Services）]セクションから [Cisco Tftp]を選択します。

ステップ 4 [リスタート（Restart）]を選択します。

再起動の確認を求めるウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [OK]を選択します。

「Cisco Tftpサービスの再起動操作が成功しました（Cisco Tftp Service Restart Operation wasSuccessful）」と
いうステータスが表示されます。

ステップ 6 [更新（Refresh）]を選択し、Cisco Tftpサービスが正常に起動していることを確認します。

次のタスク

設定ファイルが TFTPサーバで使用できることを確認するには、任意のブラウザで設定ファイ
ルを開きます。通常、http://tftp_server_address:6970/jabber-config.xmlの
URLにあるグローバル設定ファイルにアクセスできます。

設定ファイル

jabber-config.xml設定ファイルの構造、グループ要素、パラメータ、および例については、
『Parameters Reference Guide for Cisco Jabber』を参照してください。

デスクトップクライアント向けに電話機の設定でパラメー

タを設定する
クライアントは、Cisco Unified Communications Manager上の次の場所から電話の各種設定を取
得できます。

[エンタープライズ電話機の設定(Enterprise Phone Configuration)]

クラスタ全体に適用されます。

[共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile Configuration）]

デバイスのグループに適用され、クラスタの設定よりも優先されます。

クライアントの設定
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[Cisco Unified Client Services Framework（CSF）電話機の設定（Cisco Unified Client Services
Framework (CSF) Phone Configuration）]

個別の CSFデバイスに適用され、グループの設定よりも優先されます。

電話機の設定のパラメータ

次の表は、電話機の設定の [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セ
クションで設定できる、およびクライアントの設定ファイルからの対応するパラメータをマッ

ピングできる設定パラメータを示します。

説明デスクトップクライアントの設定

ビデオ機能を有効または無効にします。

有効（Enabled）（デフォルト）
ユーザはビデオ通話を送受信できます。

無効

ユーザはビデオ通話を送受信できません。

このパラメータは、CSFのデバイス構成での
み使用可能です。

制約事

項

ビデオコール（Video Calling）

ユーザが特定のファイルタイプを送信しないように

制限します。

値として、.exeなどのファイル拡張子を設定しま
す。

複数のファイル拡張子を区切るには、セミコロンを

使用します。例：

.exe;.msi;.rar;.zip

ファイル転送でブロックするファイル

タイプ（File Types to Block in File
Transfer）

クライアントが初めて起動するときにユーザの電話

のタイプを設定します。初回の起動後にユーザは電

話のタイプを変更できます。クライアントはユーザ

設定を保存し、次回以降の起動時にこの設定を使用

します。

[有効（Enabled）]
通話にデスクフォンデバイスを使用します。

[無効(Disabled)]（デフォルト）
通話にソフトフォン（CSF）デバイスを使用しま
す。

電話制御で自動的に開始（Automatically
Start in Phone Control）

クライアントの設定
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説明デスクトップクライアントの設定

クライアントアップデート情報を保持する XML定
義ファイルへの URLを指定します。クライアント
は、このURLを使用してWebサーバからXMLファ
イルを取得します。

ハイブリッドクラウド導入環境では、Webexを使用
して自動更新を設定することをお勧めします。

Jabber For Windowsソフトウェアアッ
プデートサーバ URL（Jabber For
Windows Software Update Server URL）

ユーザが問題レポートを送信できるようにするカス

タムスクリプトの URLを指定します。
問題レポートサーバ URL（Problem
Report Server URL）

電話機の設定でのパラメータの設定：モバイルクライア

ント向け
クライアントは、Cisco Unified Communications Manager上の次の場所から電話の各種設定を取
得できます。

• [CiscoDualMode for iPhone（TCT）設定（CiscoDualMode for iPhone (TCT)Configuration）]：
個別の TCTデバイスに適用され、グループ設定より優先されます。

• [Cisco Jabber for Tablet（TAB）設定（Cisco Jabber for Tablet (TAB) Configuration）]：個別の
TABデバイスに適用され、グループ設定より優先されます。

電話機の設定のパラメータ

次の表は、電話機の設定の [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セ
クションで設定できる、およびクライアントの設定ファイルからの対応するパラメータをマッ

ピングできる設定パラメータを示します。

説明デスクトップクライアントの設定

ビデオ機能を有効または無効にします。

有効（Enabled）（デフォルト）
ユーザはビデオ通話を送受信できます。

無効

ユーザはビデオ通話を送受信できません。

このパラメータは、CSFのデバイス構成での
み使用可能です。

制約事

項

ビデオコール（Video Calling）

クライアントの設定
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電話機の設定でのパラメータの設定：モバイルクライアント向け



説明デスクトップクライアントの設定

ユーザが特定のファイルタイプを送信しないように

制限します。

値として、.exeなどのファイル拡張子を設定しま
す。

複数のファイル拡張子を区切るには、セミコロンを

使用します。例：

.exe;.msi;.rar;.zip

ファイル転送でブロックするファイル

タイプ（File Types to Block in File
Transfer）

クライアントが初めて起動するときにユーザの電話

のタイプを設定します。初回の起動後にユーザは電

話のタイプを変更できます。クライアントはユーザ

設定を保存し、次回以降の起動時にこの設定を使用

します。

[有効（Enabled）]
通話にデスクフォンデバイスを使用します。

[無効(Disabled)]（デフォルト）
通話にソフトフォン（CSF）デバイスを使用しま
す。

電話制御で自動的に開始（Automatically
Start in Phone Control）

クライアントアップデート情報を保持する XML定
義ファイルへの URLを指定します。クライアント
は、このURLを使用してWebサーバからXMLファ
イルを取得します。

Jabber For Windowsソフトウェアアッ
プデートサーバ URL（Jabber For
Windows Software Update Server URL）

ユーザが問題レポートを送信できるようにするカス

タムスクリプトの URLを指定します。
問題レポートサーバ URL（Problem
Report Server URL）

任意のプロキシ設定
クライアントは、プロキシ設定を使用してサービスに接続する場合があります。

次の制限は、これらの HTTP要求にプロキシを使用する場合に適用されます。

•プロキシ認証はサポートされていません。

•バイパスリストのワイルドカードはサポートされています。

• Cisco Jabberは、HTTP CONNECTを使用したHTTP要求に対してプロキシをサポートしま
すが、HTTPS CONNECTが使用された場合はプロキシをサポートしません。

• Webプロキシの自動検出（WPAD）はサポートされていないため、無効にする必要があり
ます。

必要に応じて、クライアントタイプの手順に従ってプロキシ設定を設定します。

クライアントの設定

11

クライアントの設定

任意のプロキシ設定



Windows版 Cisco Jabberのプロキシ設定
インターネットプロパティのローカルエリアネットワーク（LAN）設定での、Windowsのプ
ロキシ設定を行います。

ステップ 1 [接続（Connections）]タブを選択し、[LANの設定（LAN Settings）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを使用してプロキシを設定します。

•自動設定の場合は、.pacファイルの URLを指定します。
•プロキシサーバの場合は、明示的なプロキシアドレスを指定します。

Mac版 Cisco Jabberのプロキシ設定
[システム設定（System Preferences）]でMacのプロキシ設定を行います。

ステップ 1 [システム設定（System Preferences）] > [ネットワーク（Network）]の順に選択します。

ステップ 2 リストからネットワークサービスを選択して、[詳細（Advanced）] > [プロキシ（Proxies）]の順に選択し
ます。

ステップ 3 次のいずれかのオプションを使用してプロキシを設定します。

•自動設定の場合は、.pacファイルの URLを指定します。
•プロキシサーバの場合は、明示的なプロキシアドレスを指定します。

Cisco Jabber iPhone and iPadのプロキシ設定
iOSデバイスのWi-Fi設定で、次のいずれかの方法でプロキシ設定を構成します。

ステップ 1 [Wi-Fi] > [HTTPプロキシ（HTTP PROXY）] > [自動（Auto）]の順に選択し、.pacファイルの URLを自
動設定スクリプトとして指定します。

ステップ 2 [Wi-Fi] > [HTTPプロキシ（HTTP PROXY）] > [手動（Manual）]の順に選択し、明示的なプロキシアド
レスを指定します。

Android版 Cisco Jabberのプロキシ設定

AndroidデバイスのWi-Fi設定で、次のいずれかの方法でプロキシ設定を構成します。

クライアントの設定
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Windows版 Cisco Jabberのプロキシ設定



• [Wi-Fi] > [ネットワークを変更（Modify Network）] > [詳細オプションを表示（Show Advanced
Options）] > [プロキシ設定（Proxy Settings）] > [自動（Auto）]タブで、自動設定スクリプトとして
.pacファイルの URLを指定します。

この方法は、AndroidOS5.0以降およびCiscoDXシリーズのデバイスでのみサポートされます。（注）

• [Wi-Fiネットワーク（Wi-Fi Networks）] > [ネットワークを変更（Modify Network）] > [詳細オプショ
ンを表示（Show Advanced Options）] > [プロキシ設定（Proxy Settings）] > [自動（Auto）]タブで、
明示的なプロキシアドレスを指定します。

クライアントの設定
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


